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い
ば
ら
き
の

夏

８月３日（土）・４日（日）
会場 国道50号（水戸駅北口～大工町交差点）
https://mitokoumon.com/koumon/

水戸 第64回水戸黄門まつり
８月24日（土）・25日（日）
会場 つくばエクスプレス「つくば駅」周辺
https://matsuri-tsukuba.com

つくば まつりつくば2024

９月14日（土）
会場 境町利根川河川敷
https://www.sakai-hanabi.com

境 第37回利根川大花火大会
９月14日（土）～16日（月・祝）
会場 石岡駅～中心商店街全域
https://www.city.ishioka.lg.jp/ishiokameguri/omatsuri/omatsuri_gaiyo/

石岡 石岡のおまつり

　

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
４
日
か

ら
６
月
20
日
ま
で
17
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

議
案
は
、
議
員
か
ら
、
茨
城
県
健
康
長
寿
日

本
一
を
目
指
す
条
例
、
茨
城
県
が
ん
検
診
を
推

進
し
、
が
ん
と
向
き
合
う
た
め
の
県
民
参
療
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
、
知
事
か
ら
、

令
和
６
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
補
正
予
算
、
茨

城
県
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
な
ど
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
い
じ
め
防
止
対
策
、
子
ど
も

の
意
見
表
明
等
支
援
の
推
進
、
茨
城
空
港
の
利

用
促
進
及
び
空
港
周
辺
の
振
興
な
ど
の
項
目
に

つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。（
２
～
３
面
）

　

各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
の
審
査
、

そ
の
他
所
管
事
務
に
関
す
る
質
問
を
行
い
、
県

庁
内
保
育
所
の
一
時
利
用
手
続
き
の
簡
略
化
な

ど
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。（
４
面
）

　

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
不
法
滞
在
外
国
人

に
よ
る
犯
罪
対
策
、
つ
く
ば
サ
イ
エ
ン
ス
高
校

の
志
願
者
確
保
対
策
、
牛
久
沼
の
越
水
要
因
と

そ
の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し

た
。（
５
面
）

　

交
通
政
策
・
物
流
問
題
調
査
特
別
委
員
会
で

は
、
有
識
者
か
ら
意
見
を
伺
う
と
と
も
に
、
執

行
部
か
ら
「
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
移
動
手
段

の
確
保
」
に
つ
い
て
説
明
を
聴
取
す
る
な
ど
、

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。（
８
面
）

　

県
有
施
設
・
県
出
資
団
体
等
調
査
特
別
委
員

会
で
は
、
現
状
、
課
題
、
対
応
方
針
に
つ
い
て
、

執
行
部
か
ら
の
説
明
聴
取
、
質
疑
な
ど
を
行
い
、

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。（
８
面
）

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条
例
、
人
事
、

報
告
、
意
見
書
な
ど
19
件
の
議
案
が
可
決
、
同

意
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会
の
概
要

https://twitter.com/ibarakikengikai


いばらき県議会だより No.2282024年（令和6年）7月14日（日曜日） 2

議
員　

全
国
の
い
じ
め
認
知
件
数
が
増

え
て
い
る
中
、
子
ど
も
を
守
る
た
め
に

は
、
社
会
総
掛
か
り
で
い
じ
め
問
題
に

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
じ
め

防
止
対
策
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
は
。

教
育
長　

児
童
生
徒
が
い
じ
め
に
向
か

わ
な
い
よ
う
、
自
他
を
尊
重
す
る
態
度

を
育
成
し
て
い
る
ほ
か
、
学
校
生
活
ア

ン
ケ
ー
ト
や
面
談
、
家
庭
訪
問
、
オ
ン

ラ
イ
ン
相
談
窓
口
の
設
置
、
警
察
な
ど

と
の
連
携
強
化
を
行
っ
て
い
る
。
引
き

続
き
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
や
早
期
発

見
、
早
期
対
応
に
全
力
で
取
り
組
む
。

議
員　

建
設
業
に
も
時
間
外
労
働
の
罰

則
付
き
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
た
が
、

働
き
方
改
革
に
対
す
る
県
の
支
援
は
。

土
木
部
長　

適
正
な
予
定
価
格
や
工
期

の
設
定
、
週
休
二
日
制
で
の
施
工
義
務

付
け
な
ど
に
よ
る
就
労
環
境
改
善
や
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
な
ど
に
よ
る
生
産
性
向
上

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
支
援
し
て
い
く
。

ま
た
、
民
間
工
事
へ
の
働
き
掛
け
、
市

町
村
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
、
関
係
団

体
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
自
殺
対
策
の
充
実
、
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
県
立
高
校
で

の
取
組
な
ど
も
質
問
）

議
員　

子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
 ※1

に
つ

い
て
、
一
日
で
も
早
く
茨
城
県
に
根
付

い
て
も
ら
い
た
い
。
県
は
、
早
期
定
着

に
向
け
、
子
ど
も
の
意
見
表
明
等
支
援

の
推
進
に
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

福
祉
部
長　

意
見
表
明
等
支
援
員
が
子

ど
も
の
意
見
を
聴
き
取
り
、
代
弁
し
、

関
係
機
関
と
調
整
を
行
う
「
意
見
表
明

等
支
援
事
業
」
の
実
施
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
る
。
本
年
10
月
を
目
途
に
、

一
時
保
護
中
の
子
ど
も
を
対
象
に
支
援

員
の
派
遣
事
業
を
開
始
す
る
。

議
員　

若
年
世
代
・
高
齢
世
代
、
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
を
踏
ま
え
、
両
世
代
が
融

合
し
た
住
み
や
す
い
県
営
住
宅
を
構
築

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

土
木
部
長　

入
居
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
改
修
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
子
育
て

世
帯
の
当
選
率
の
優
遇
措
置
、
シ
ル

バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
事
業
 ※2

な
ど
、
若
年

世
帯
・
高
齢
世
帯
双
方
が
住
み
や
す
い

県
営
住
宅
構
築
に
向
け
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
か
ら
引
き
続
き
支
援
を
行
う
。

（
ほ
か
に
、
障
害
者
差
別
解
消
法
改
正

に
伴
う
合

理
的
配
慮

提
供
の
義

務
化
へ
の

対
応
な
ど

も
質
問
）

議
員　

条
例
の
制
定
に
よ
る
効
果
を
県

民
に
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

条
例
の
基
本
理
念
で
あ
る
食
料

の
将
来
に
わ
た
る
安
定
的
な
供
給
や
農

業
・
農
村
の
持
続
的
な
発
展
を
目
指
し
、

有
機
農
業
の
推
進
や
農
地
の
集
積
・
集

約
、
荒
廃
農
地
の
再
生
、
多
様
な
担
い

手
の
確
保
・
育
成
、
海
外
市
場
の
開
拓

や
輸
出
拡
大
な
ど
に
関
係
団
体
と
連
携

し
取
り
組
む
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に

基
づ
く
不
断
の
検
証
を
行
い
な
が
ら
、

県
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
て
い
く
。

議
員　

教
員
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
ど
う
推
進
す
る
の
か
。

教
育
長　

今
年
度
、
市
町
村
教
育
委
員

会
や
県
立
学
校
と
ク
ラ
ウ
ド
型
の
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
、
市
町
村
と

の
共
同
利
用
の
可
能
性
な
ど
の
検
討
を

始
め
た
。
教
員
が
児
童
・
生
徒
と
向
き

合
う
時
間
を
確
保
す
る
た
め
、
業
務
効

率
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
農
業
者
が
将
来
に
希
望
を

持
つ
こ
と
の
で
き
る
農
業
生
産
資
材
価

格
高
騰
対
策
、

涸
沼
水
鳥
・

湿
地
セ
ン

タ
ー
及
び
周

辺
地
域
の
魅

力
発
信
と
利

活
用
な
ど
も

質
問
）

議
員　

茨
城
空
港
の
さ
ら
な
る
利
便
性

向
上
や
路
線
誘
致
な
ど
の
利
用
促
進
、

空
港
を
核
と
し
た
周
辺
整
備
や
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

国
内
外
の
航
空
会
社
な
ど
に
対

し
、
茨
城
空
港
へ
の
乗
り
入
れ
の
提
案

を
よ
り
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、

小
美
玉
市
が
進
め
る
ホ
テ
ル
誘
致
に
つ

い
て
も
、
市
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
な
が
ら
、
周
辺
地
域
の
振
興
に

向
け
て
連
携
・
協
力
し
、
空
港
の
発
展

に
必
要
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

同
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
、
昨
年

６
月
に
突
然
、
県
か
ら
民
間
へ
の
譲
渡

方
針
が
報
道
さ
れ
た
後
、
議
会
や
地
域

住
民
、
ホ
テ
ル
関
係
者
と
の
議
論
を
重

ね
、
民
間
譲
渡
の
結
論
に
至
っ
た
。
こ

れ
を
教
訓
と
し
、
引
き
続
き
同
ホ
テ
ル

に
関
わ
り
、
地
域
振
興
策
を
講
じ
て
ほ

し
い
が
、
ど
う
関
与
し
て
い
く
の
か
。

政
策
企
画
部
長　

譲
渡
の
優
先
交
渉
権

者
は
、
地
域
に
根
差
し
た
ホ
テ
ル
を
目

指
す
方
針
で
あ
る
。
神
栖
市
な
ど
と
同

社
の
取
り
組
み
を
支
援
し
、
地
域
の
に

ぎ
わ
い
の
拠
点
と
な
る
よ
う
注
力
す
る
。

議
員　

国
際
情
勢
が
不
安
定
な
中
に

あ
っ
て
も
、
農
畜
産
業
の
経
営
を
継
続

さ
せ
て
い
く
施
策
や
、
農
業
者
の
収
益

と
な
り
得
る
Ｊ
―

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の

推
進
を
求
め
る
が
、
所
見
は
。

農
林
水
産
部
長　

飼
料
、
肥
料
の
国
内

自
給
化
や
、
化
学
肥
料
に
過
度
に
依
存

し
な
い
栽
培
体
系
へ
の
転
換
を
推
進
し

て
い
く
。
Ｊ
―

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
つ

い
て
は
、
農
業
者
が
取
り
組
み
や
す
い

技
術
の
拡
充
を
国
に
要
望
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

茨
城
空
港
テ

ク
ノ
パ
ー
ク

の
企
業
誘
致
、

在
宅
医
療
の

さ
ら
な
る
推

進
な
ど
も
質

問
）

議
員　

市
民
１
万
人
の
要
望
を
受
け
止

め
た
新
設
の
英
断
に
感
謝
す
る
。
入
学

す
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
特
別
支
援

教
育
体
制
を
ど
う
整
備
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

神
栖
市
須
田
地
内
へ
の
新
設

に
よ
り
、
通
学
時
間
が
最
長
約
40
分
に

半
減
す
る
見
込
み
で
、
令
和
９
年
４
月

開
校
に
向
け
、
来
年
度
か
ら
着
工
予
定

で
あ
る
。
児
童
生
徒
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

に
寄
り
添
っ
て
支
援
し
、
医
療
、
福
祉
、

労
働
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
の
上
、

自
立
と
社
会
参
加
に
向
け
て
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
鹿
行
保
健
医
療
圏
の
医
師
・

看
護
師

の
偏
在

解
消
対

策
な
ど

も
質
問
）

若
年
・
高
齢
世
代
の
融
合
し
た

住
み
や
す
い
県
営
住
宅

農
畜
産
業
の
経
営
継
続
の
た
め
の
危
機
管
理
と

Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
 ※3
の
普
及
促
進

子
ど
も
の
意
見
表
明
等
支
援
の
推
進

い
じ
め
防
止
対
策

茨
城
県
食
と
農
を
守
る
た
め
の

条
例
の
目
的
達
成
に
向
け
た
取
組

教
育
現
場
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

建
設
業
に
お
け
る
働
き
方
改
革

髙橋　勝則 議員
いばらき自民党
古 河 市 選 出  

村本　修司 議員
公 　  明 　  党
日 立 市 選 出 

長谷川　重幸 議員
いばらき自民党
鉾田市・茨城町・大洗町選出 

木村　喜一 議員
いばらき自民党
小 美 玉 市 選 出

村田　康成 議員
いばらき自民党
神 栖 市 選 出 

（
仮
称
）神
栖
特
別
支
援
学
校
の
新
設
に
至
る
経
緯
等

及
び
新
設
後
の
特
別
支
援
教
育
体
制
の
整
備

茨
城
空
港
の
利
用
促
進
及
び

空
港
周
辺
の
振
興

鹿
島
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
等
の
地
域
資
源
を

生
か
し
た
鹿
行
地
域
の
振
興
策

ことば ※3【Ｊ―クレジット制度】…省エネ設備の導入や再生可能エネルギーの利用によるＣＯ₂などの排出削減量のほか、適切な森林管理などによるＣＯ₂の吸収量を「クレジット」として国が認証する制度。創出さ 
 れたクレジットは販売が可能となる。

ことば ※1【子どもアドボカシー】…子どもの声を尊重し、子どもが意見を表明する支援を行う活動。
※2【シルバーハウジング事業】…市町村の福祉部局と連携し、高齢者を団地全体で見守り、交流することなどにより、団地全体のコミュニティの活性化を図る事業。一部の県営住宅で実施している。

茨城空港におけるビジネスジェットの運航

土日一斉閉所
ポスター

茨城の誇る農産物
鹿島開発のシンボル

鹿島セントラルホテル

意見表明等支援員は、
子どもの意見をよく聴き取り、

関係者へ伝えるマイクとなる存在

６
月
７
日（
金
）

　

髙た
か
は
し橋　

　

勝か
つ
の
り則

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

村む
ら
も
と本　

　

修し
ゅ
う
じ司

　

 

（
公　
　

明　
　

党
）

　

木き
む
ら村　

　

喜よ
し
か
ず一

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

６
月
８
日（
土
）

　

長は
せ
が
わ

谷
川　

重し
げ
ゆ
き幸

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

村む
ら
た田　

　

康や
す
な
り成

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

髙た
か
は
し橋　

　

直な
お
こ子

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

６
月
10
日（
月
）

　

柗ま
つ
た田　

　

千ち
は
る春

　
 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

髙た
か
や
す安　

　

博ひ
ろ
あ
き明

　

 

（
国 
民 

民 

主 

党
）

　

飯い
い
だ田　

　

智と
し
お男

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者

一般質問（要旨）

https://ibaraki-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=gikai_result&gikai_id=168
こちらから録画映像でご覧になれます。▶

第
２
回
定
例
会
の
主
な
日
程

　

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
は
、
左

記
の
会
期
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

}
■
６
月
４
日（
火
）　

本　
　

会　
　

議

　
　
　
　
（
開
会
、知
事
提
出
議
案
説
明
） 

■
６
月
７
日（
金
）

　
　
　

８
日（
土
）　

本　
　

会　
　

議

　
　
　

10
日（
月
） （
一
般
質
問
・
質
疑
）

■
６
月
12
日（
水
）　

常
任
委
員
会

　
　
　

13
日（
木
）

■
６
月
14
日（
金
）　

本　
　

会　
　

議

　
（
予
算
関
係
議
案
常
任
委
員
長
報
告
等
）

■
６
月
17
日（
月
）　

予
算
特
別
委
員
会

■
６
月
18
日（
火
）

■
６
月
19
日（
水
）

■
６
月
20
日（
木
）　

本　
　

会　
　

議

（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）

}
交
通
政
策
・
物
流
問
題

調
査
特
別
委
員
会

県
有
施
設
・
県
出
資
団
体
等

調
査
特
別
委
員
会
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議
員
提
出

◆
条
例
の
制
定

○
茨
城
県
健
康
長
寿
日
本
一
を
目
指
す
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
が
ん
検
診
を
推
進
し
、
が
ん
と
向
き
合
う
た
め
の
県
民
参
療
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
意
見
書

○
持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
の
実
現
及
び
食
料
安
全
保
障
の
更
な
る
強
化
を

求
め
る
意
見
書

 

知
事
提
出

◆
令
和
６
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
補
正
予
算

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

ほ
か
５
件

◆
人
事

○
副
知
事
の
選
任
に
つ
い
て

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分
に
つ
い
て

◆
そ
の
他

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
県
庁
舎
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
更
新
工
事
）

ほ
か
５
件

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

※
意
見
書
の
全
文
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

https://www.pref.ibaraki.jp/gikai/tayori/tayori202407_pdf/ikensyo.htm
#1

議
員　

な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

知
事　

同
セ
ン
タ
ー
の
現
行
体
制
へ
の

移
行
は
、
経
営
主
体
が
地
元
と
話
し
合

い
を
重
ね
、
合
意
に
至
っ
た
も
の
で
あ

り
、
今
後
の
役
割
は
、
経
営
主
体
が
地

元
と
協
議
す
る
課
題
で
あ
る
。
経
営
主

体
と
行
方
市
は
地
域
医
療
に
係
る
連
携

協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

県
と
し
て
は
、
鹿
行
地
域
の
医
療
提
供

体
制
の
維
持
・
向
上
の
観
点
か
ら
、
行

方
市
と
と
も
に
、
経
営
主
体
に
最
大
限

協
力
す
る
よ
う
に
働
き
掛
け
て
い
く
。

議
員　

県
内
の
橋
梁
に
は
、
塗
装
の
傷

み
が
目
立
つ
常
総
市
内
の
美み

つ
ま
は
し

妻
橋
な
ど
、

必
要
な
修
繕
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
不

安
を
感
じ
る
箇
所
も
あ
る
。
橋
梁
の
老

朽
化
が
進
む
中
、
そ
の
適
切
な
維
持
管

理
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

土
木
部
長　

５
年
に
１
度
の
点
検
結
果

に
基
づ
き
、
早
期
に
措
置
す
べ
き
橋
梁

な
ど
か
ら
優
先
的
に
修
繕
を
実
施
し
て

い
る
。
美
妻
橋
に
つ
い
て
は
、
予
防
保

全
の
観
点
か
ら
措
置
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
今
年
度
、
再
塗
装
の
実
施
に
向
け

た
設
計
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

議
員　

今
年
３
月
に
県
北
振
興
チ
ャ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
が
改
定
さ
れ
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
に
発
展
を
遂
げ
た
。

改
定
趣
旨
や
考
え
は
。
ま
た
、
自
治
体

と
の
連
携
な
ど
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

新
プ
ラ
ン
で
は
、
仕
事
づ
く
り
、

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、
人
づ
く
り
の
３
つ

の
柱
の
下
、
各
種
施
策
の
推
進
の
ほ
か
、

県
北
地
域
の
取
り
組
み
成
果
を
他
地
域

に
波
及
さ
せ
る
。
今
後
も
県
北
６
市
町

と
連
携
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
積
極
的

に
応
援
す
る
な
ど
、
全
庁
一
丸
と
な
っ

て
県
北
地
域
の
活
力
を
高
め
て
い
く
。

議
員　

男
性
県
職
員
の
育
児
休
業
取
得

率
は
高
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
「
小
１

の
壁
」
に
代
表
さ
れ
る
諸
問
題
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
は
、
男
性
の
子
育
て
意

識
の
変
革
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

知
事　

夫
婦
間
の
子
育
て
や
家
事
の
分

担
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
配
付
な
ど
に

よ
り
意
識
の
変
革
を
促
す
と
と
も
に
、

育
児
に
係
る
特
別
休
暇
の
拡
充
な
ど
、

職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
企

業
へ
の
意
識
啓
発
に
取
り
組
み
、
県
全

体
で
男
性
の
育
児
参
画
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

北
浦
の
水
質
浄
化
の
た
め
の
堅か

た

倉く
ら
た
て
こ
う

立
坑
か
ら
巴と

も
え
が
わ川
を
経
由
し
て
の
北
浦

へ
の
通
水
工
事
や
水
力
発
電
施
設
の
設

置
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

政
策
企
画
部
長　

北
浦
へ
の
通
水
に
は
、

整
備
費
用
の
整
理
や
現
行
計
画
で
期
待

さ
れ
る
西
浦
の
水
質
浄
化
へ
の
影
響
評

価
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題
も
多
い
。
水

力
発
電
施
設
の
設
置
も
費
用
対
効
果
の

確
認
が
必
要
で
あ
る
が
、
提
案
内
容
は

国
に
伝
え
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
全

国
育
樹
祭
の
成

果
と
水
郷
県
民

の
森
の
利
活
用

と
整
備
、
お
い

し
い
茨
城
の
お

米
の
宣
伝
戦
略

な
ど
も
質
問
）

議
員　

本
県
の
民
生
委
員
は
、
60
歳
代

以
上
が
全
体
の
９
割
を
超
え
て
い
る
。

若
い
世
代
へ
の
働
き
掛
け
を
含
め
、
民

生
委
員
の
な
り
手
確
保
に
向
け
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

福
祉
部
長　

幅
広
い
世
代
に
向
け
て
、

民
生
委
員
の
活
動
内
容
や
や
り
が
い
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の

広
報
啓
発
に
努
め
て
い
く
。
特
に
、
若

い
世
代
に
対
し
て
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

な
ど
に
よ
る
効
果
的
な
広
報
に
取
り
組

み
、
裾
野
の
拡
大
を
推
進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

県
職
員
の
人

材
流
出
対
策
、

地
域
公
共
交

通
の
充
実
な

ど
も
質
問
）

議
員　

部
活
動
の
地
域
移
行
に
よ
り
、

質
の
高
い
指
導
を
受
け
ら
れ
る
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
変
化
が
期
待
で
き
る
が
、
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

休
日
部
活
動
の
地
域
移
行
は
、

多
世
代
で
の
豊
か
な
交
流
や
多
種
目
の

活
動
体
験
な
ど
、
子
ど
も
の
興
味
や
可

能
性
の
広
が
り
が
期
待
で
き
る
。
地
域

の
実
態
に
応
じ
た
地
域
移
行
の
実
現
を

目
指
し
、
市
町
村
と
の
連
携
な
ど
で
休

日
部
活
動
の
地
域
移
行
に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、

避
難
所
に
お

け
る
支
援
体

制
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入

促
進
な
ど
も

質
問
）

議
員　

仕
事
と
育
児
の
両
立
を
支
援
す

る
た
め
に
は
、
男
性
の
育
児
参
画
と
と

も
に
、
実
効
性
の
あ
る
病
児
保
育
施
設

の
充
実
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

所
見
は
。

福
祉
部
長　

施
設
整
備
や
人
材
確
保
と

と
も
に
、
既
存
施
設
が
十
分
に
活
用
さ

れ
る
よ
う
、
保
護
者
向
け
の
広
報
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
市
町

村
と
連
携
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
の
調
査

や
登
録
手
続
き
の
簡
素
化
な
ど
も
図
る
。

（
ほ
か
に
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た

フ
ッ
化
物
洗

口
、
多
様
化

す
る
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た

め
の
避
難
所

づ
く
り
な
ど

も
質
問
）

県
北
地
域
振
興
の
要
と
な
る
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

育
児
休
業
の
「
育
業
」
化
に
よ
る

男
性
の
子
育
て
意
識
の
変
革

柗田　千春 議員
いばらき自民党
潮来市・行方市選出

髙橋　直子 議員
いばらき自民党
土 浦 市 選 出

飯田　智男 議員
いばらき自民党
常総市・八千代町選出

髙安　博明 議員
国 民 民 主 党
日 立 市 選 出

霞
ヶ
浦
導
水
事
業

民
生
委
員
の
な
り
手
確
保

部
活
動
地
域
移
行
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
、

仕
事
が
で
き
る
保
育
環
境
の
整
備

公
的
医
療
機
関
で
あ
る
な
め
が
た

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
将
来

橋き
ょ
う
り
ょ
う

梁
の
適
切
な
維
持
管
理

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

　

令
和
５
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
決
算
、
同
特
別
会
計
決
算
お
よ

び
同
公
営
企
業
会
計
決
算
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
審
査
す
る
た

め
、
15
人
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。
今
後
、
決
算
の
総
括
的
な
概
要
に
つ
い
て
説
明
聴
取

し
た
後
、
部
門
別
審
査
を
行
い
、
第
４
回
定
例
会
の
開
会
日
に
決

算
関
係
議
案
の
採
決
を
行
う
予
定
で
す
。

　

選
任
し
た
15
人
の
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
長　

戸
井
田　

和
之

副
委
員
長　

髙
橋　
　

勝
則

委　
　

員　

川
津　
　
　

隆

　

  

〃　
　

  

飯
田　
　

智
男

　

  

〃　
　

  

磯
崎　
　

達
也

　

  

〃　
　

  

長
谷
川　

重
幸

　

  

〃　
　

  

豊
田　
　
　

茂

　

  

〃　
　

  

木
村　
　

喜
一

委　
　

員　

横
田　
　
　

透

　

  

〃　
　

  

八
島　
　

功
男

　

  

〃　
　

  

大
足　
　

光
司

　

  

〃　
　

  

中
山　
　

一
生

　

  

〃　
　

  

玉
造　
　

順
一

　

  

〃　
　

  

う
の　

の
ぶ
こ

　

  

〃　
　

  

秋　
　
　

嘉
一

なめがた地域医療センター

常
ひたちのくに

陸国ロングトレイルの様子鬼怒川に架かる美妻橋

育児は「休み」ではなく「未来を育む大切なしごと」だから
「育休」ではなく「育業」です（東京都ホームページより）

一般質問（要旨）
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問　

県
庁
内
保
育
所
に
県
議
会
傍

聴
者
な
ど
が
一
時
的
に
託
児
す
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、
事
前
面
談
や

慣
ら
し
保
育
な
ど
時
間
を
要
す
る

手
続
き
が
必
要
で
、
利
用
し
に
く

い
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答　

保
育
側
と
し
て
、
子
ど
も
の

安
全
確
保
の
た
め
の
手
続
き
と
し

て
い
る
が
、
実
情
を
確
認
の
上
、

対
応
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問　

県
北
振
興
は
、
部
局
横
断
的

な
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
個
々

の
事
業
の
小
さ
な
成
果
で
は
な
く
、

人
口
増
加
な
ど
の
大
き
な
成
果
を

期
待
し
て
い
る
が
、
所
見
は
。

答　

県
北
地
域
は
、
人
口
の
減
少

が
厳
し
く
、
重
要
な
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
市
町
と
連
携
し
経
済

効
果
の
創
出
、
そ
の
成
果
の
検
証

な
ど
に
努
め
、
活
力
の
あ
る
県
北

地
域
の
実
現
の
た
め
、
県
北
振
興

局
が
旗
振
り
役
と
な
っ
て
全
庁
的

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
住
民
提
案
の
現
状
、

Ｔ
Ｘ
土
浦
延
伸
の
早
期
実
現
に
係

る
取
り
組
み
な
ど
も
質
問
）

問　

時
代
が
変
化
し
て
い
る
中
で
、

空
き
住
戸
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

や
企
業
の
社
宅
に
利
用
し
て
も
ら

う
な
ど
、
新
た
な
県
営
住
宅
の
供

給
の
在
り
方
を
考
え
て
み
て
も
よ

い
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
や
災
害

に
よ
る
被
災
者
に
提
供
す
る
な
ど
、

低
額
所
得
者
に
限
ら
ず
県
営
住
宅

を
活
用
し
て
い
る
。
法
令
な
ど
に

よ
る
ハ
ー
ド
ル
は
あ
る
が
、
県
営

住
宅
の
利
活
用
策
に
つ
い
て
今
後

検
討
し
て
い
く
。

問　

新
た
に
立
地
し
た
企
業
の
雇

用
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答　

県
内
の
高
校
な
ど
を
対
象
に

し
た
立
地
企
業
説
明
会
や
、
大
学
・

研
究
機
関
と
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
お
よ
び
共
同
研
究
を
目
的
と
し

た
個
別
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
立
地
企
業
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
企
業
局
に
お
け
る
Ｄ

Ｘ
推
進
計
画
の
進
捗
状
況
、
盛
土

規
制
法
の
運
用
な
ど
も
質
問
）

問　

こ
ど
も
病
院
の
赤
字
の
要
因

は
コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金
の
減
少
と

の
こ
と
だ
が
、
他
に
要
因
は
な
い

の
か
。
救
急
患
者
は
増
え
て
い
る

よ
う
だ
が
、
収
入
と
の
関
係
は
。

答　

出
生
数
の
減
少
も
収
入
に
影

響
し
て
い
る
。
救
急
医
療
は
経
営

的
に
は
厳
し
い
も
の
の
、
県
内
全

体
で
小
児
救
急
医
療
体
制
の
維
持

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
中
、
こ
ど

も
病
院
が
最
後
の
と
り
で
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

問　

指
定
障
害
者
支
援
施
設
で
の

虐
待
事
案
は
絶
対
に
許
せ
な
い
。

再
発
防
止
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　

虐
待
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

当
該
施
設
に
対
し
て
は
、
県
と
し

て
前
例
の
な
い
処
分
を
行
っ
た
。

県
の
毅き

ぜ
ん然
と
し
た
態
度
を
示
す
こ

と
で
虐
待
抑
止
ひ
い
て
は
障
害
者

の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
場

の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
に
係
る
取
り
組
み
、
地
域
医

療
医
師
修
学
資
金
貸
与
条
例
改
正

に
伴
う
将
来
展
望
な
ど
も
質
問
）

問　

今
年
５
月
、
キ
ョ
ン
の
目
撃

情
報
や
捕
獲
に
対
す
る
報
奨
金
制

度
を
県
で
創
設
し
た
が
、
周
知
の

た
め
の
取
り
組
み
は
。

答　

目
撃
情
報
の
収
集
に
は
、
報

奨
金
制
度
を
し
っ
か
り
と
周
知
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
現
在
も

さ
ま
ざ
ま
な
広
報
媒
体
で
の
発
信

の
ほ
か
、
市
町
村
、
猟
友
会
な
ど

と
協
力
し
な
が
ら
周
知
し
て
い
る
。

問　

再
生
資
源
物
の
適
正
保
管
に

つ
い
て
、
県
の
取
り
組
み
は
。

答　

既
存
事
業
場
か
ら
漏
れ
な
く

届
け
出
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
た

め
、
中
国
語
な
ど
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
に
よ
り
、
昨
年
度
に
把
握
し
た

全
事
業
場
に
個
別
訪
問
し
、
届
け

出
指
導
を
実
施
し
た
。
今
年
度
も
、

市
町
村
か
ら
、
囲
い
で
内
部
が
確

認
で
き
な
い
施
設
な
ど
の
情
報
を

得
て
、
個
別
訪
問
を
徹
底
す
る
。

（
ほ
か
に
、
い
ば
ら
き
原
子
力
防

災
ア
プ
リ
の
Ｕ
Ｐ
Ｚ
 ※2

外
の
住
民

へ
の
運
用
、
就
職
支
援
に
お
け
る

新
規
立
地
企
業
と
県
と
の
連
携
な

ど
も
質
問
）

問　

児
童
生
徒
数
が
減
少
す
る
中

に
あ
っ
て
も
、
小
中
学
校
が
適
切

な
教
育
環
境
を
提
供
で
き
る
規
模

と
な
る
よ
う
、
県
が
市
町
村
に
対

し
、
統
合
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て

働
き
掛
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
所
見
は
。

答　

小
中
学
校
の
適
正
規
模
化
に

向
け
、
設
置
者
で
あ
る
市
町
村
の

状
況
や
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
、

県
と
し
て
必
要
な
助
言
を
行
う
な

ど
、
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

問　

県
内
で
大
き
な
被
害
を
生
ん

で
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
ロ
マ
ン
ス
詐
欺 

 ※3

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
 ※4

の
抑

止
に
向
け
た
警
察
の
取
り
組
み
は
。

答　

巡
回
連
絡
を
活
用
し
、
手
口

の
周
知
や
注
意
喚
起
を
徹
底
す
る

と
と
も
に
、
い
ば
ら
き
ポ
リ
ス
 ※5

や
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
広

報
活
動
、
金
融
機
関
な
ど
と
連
携

し
た
水
際
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
不
法
滞
在
外
国
人
に

よ
る
犯
罪
へ
の
対
策
、
県
内
へ
の

校
内
フ

リ
ー
ス

ク
ー
ル

展
開
に

向
け
た

取
り
組

み
な
ど

も
質
問
）

問　

令
和
５
年
度
に
麦
・
大
豆
を

対
象
と
す
る
畑
作
物
の
直
接
支
払

交
付
金
の
交
付
単
価
が
引
き
下
げ

ら
れ
た
が
、
県
の
対
応
は
。

答　

交
付
単
価
は
国
が
決
め
る
た

め
、
県
で
は
現
場
の
声
を
国
に
伝

え
る
と
と
も
に
、
排
水
対
策
指
導

な
ど
の
徹
底
に
よ
る
収
量
・
品
質

向
上
や
パ
ン
小
麦
の
よ
う
に
業
者

と
価
格
交
渉
が
行
え
る
よ
う
な
取

り
組
み
の
横
展
開
を
図
っ
て
い
く
。

問　

重
点
市
場
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘

客
促
進
事
業
に
お
い
て
、
韓
国
か

ら
の
ゴ
ル
フ
客
に
着
目
し
た
理
由

は
。

答　

韓
国
の
ゴ
ル
フ
人
口
は
約
６

０
０
万
人
で
あ
り
、
韓
国
内
の
ゴ

ル
フ
場
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

海
外
で
ゴ
ル
フ
を
す
る
人
が
多
い
。

本
事
業
を
通
し
て
、
リ
ピ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
取
り

組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、

笠
間
栗

フ
ァ
ク
ト

リ
ー
へ
の

経
営
参
画

方
針
、
Ｄ

Ｃ
 ※1

の
成

果
と
ア
フ

タ
ー
Ｄ
Ｃ

の
目
標
な

ど
も
質
問
）

土木企業立地推進委員会

総務企画委員会営業戦略農林水産委員会

保健福祉医療委員会文教警察委員会

防災環境産業委員会

ことば ※4【ＳＮＳ型投資詐欺】…ＳＮＳを使って投資金をだまし取る詐欺。投資家などになりすまし投資を持ち掛ける、偽のアプリをダウンロードさせ利益が出ていると見せ掛け、投資をすれば必ず儲
もう

かると 
 思い込ませて投資金をだまし取るなどの手口がある。
※5【いばらきポリス】…茨城県警察が運用する防犯アプリ。防犯情報の受信や、事件・事故、不審者情報などのマップ表示など、防犯に役立つ機能が搭載されている。

ことば ※1【ＤＣ】…デスティネーションキャンペーン。ＪＲグループ６社と地域が一体となり、全国に向けて集中的な誘客宣伝を実施する国内最大規模の観光キャンペーン。令和５年10～12月に本県で実施し、 
 本年秋にもアフターキャンペーンを予定している。
※2【ＵＰＺ】…原子力施設からおおむね半径５㌔圏内をＰＡＺ、その外側のおおむね半径30㌔圏内をＵＰＺという（いずれも発電用原子炉の場合）。全面緊急事態となった場合、放射性物質の放出前の段 
 階において、住民の屋内退避を実施し、放出後、空間放射線量率が一定以上となる区域は一時移転などを実施。
※3【ＳＮＳ型ロマンス詐欺】…ＳＮＳを使って恋愛関係や友人関係を深めたところで、金銭をだまし取る詐欺。投資を持ち掛ける、関係維持のために金銭を要求するなどの手口がある。

常陸国ロングトレイルのコースと
なっている生

な ま せ ふ じ

瀬富士（大子町）

特定外来生物のキョン

県立こども病院
多様化する詐欺の手口のイメージ

（左：SNS型投資詐欺　右：SNS型ロマンス詐欺）

韓国からのゴルフツアー

県内の高校などを対象にした立地企業
説明会の様子（令和５年５月開催）

常任委員会の審査から

利
活
用
策
を
今
後
検
討
し
て
い
く

実
情
を
確
認
の
上
、
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
た
い

県
庁
内
保
育
所
の
一
時
利
用
手
続
き
の
簡
略
化
は

救
急
は
経
営
的
に
は
厳
し
い
が
地
域
の
小
児
救
急
体
制
を
守
っ
て
い
く

こ
ど
も
病
院
の
救
急
患
者
増
加
に
よ
る
経
営
へ
の
影
響
は

市
町
村
の
状
況
を
踏
ま
え
助
言
を
行
う
な
ど
連
携
を
図
っ
て
い
く

小
中
学
校
の
適
正
規
模
化
に
向
け
た
市
町
村
へ
の
働
き
掛
け
の
必
要
性
に
つ
い
て
所
見
は

さ
ま
ざ
ま
な
広
報
媒
体
の
ほ
か
、
市
町
村
、
猟
友
会
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
周
知
し
て
い
る

特
定
外
来
生
物
キ
ョ
ン
の
報
奨
金
制
度
の
周
知
の
た
め
の
取
り
組
み
は

現
場
の
声
を
国
に
伝
え
つ
つ
、
収
量
・
品
質
向
上
な
ど
に
取
り
組
む

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
の
単
価
引
き
下
げ
へ
の
対
応
は

新
た
な
県
営
住
宅
の
供
給
の
在
り
方
は
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石
塚
隼
人
委
員
（
自
民
）　

外
国
人
材
拡
充

の
必
要
性
が
高
ま
る
中
、
金
属
盗
を
は
じ
め

と
す
る
不
法
滞
在
外
国
人
に
よ
る
犯
罪
の
多

発
に
、
住
民
は
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
対
策

に
向
け
た
警
察
の
取
り
組
み
は
。

警
察
本
部
長　

県
民
に
対
す
る
巡
回
連
絡
を

活
用
し
た
情
報
収
集
・
通
報
依
頼
、
東
京
入

国
管
理
局
と
の
合
同
摘
発
に
よ
る
犯
行
前
の

先
制
摘
発
、
緊
急
配
備
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活

用
な
ど
に
よ
る
犯
行
後
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な

検
挙
を
３
本
柱
と
し
、
不
法
滞
在
外
国
人
に

よ
る
犯
罪
対
策
を
推
進
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
教
員
に
対
す
る
過
度
な
要
求
等

へ
の
取
組
の
現
状
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の

活
用
促
進
な
ど
も
質
疑
）

山
本
美
和
委
員
（
公
明
）　

つ
く
ば
サ
イ
エ

ン
ス
高
校
の
普
通
科
新
設
に
当
た
り
、
従
来

の
科
学
技
術
科
と
併
せ
、
志
願
者
確
保
の
さ

ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
が
対
策
は
。

教
育
長　

新
設
す
る
普
通
科
に
つ
い
て
は
、

文
理
融
合
型
の
学
び
を
目
指
し
た
教
育
課
程

な
ど
、
そ
の
特
色
を
中
学
生
に
丁
寧
に
説
明

し
て
い
く
。
科
学
技
術
科
に
つ
い
て
は
、
新

た
に
、
在
校
生
と
中
学
生
の
合
同
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
同
科
で
の
学
び
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
。
ま
た
、
一
般
選
抜
だ
け
で
な

く
、
総
合
型
選
抜
な
ど
も
活
用
し
、
生
徒
の

希
望
に
応
じ
た
進
学
を
支
援
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
立
高
校
の
学
校
図
書
館
、
建

築
物
等
震
災
対
策
事
業
な
ど
も
質
疑
）

長
田
麻
美
委
員
（
維
新
）　

昨
年
６
月
に
牛

久
沼
が
越
水
し
た
要
因
と
そ
れ
に
対
す
る
県

の
対
策
は
。
ま
た
、
ハ
ー
ド
対
策
の
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

土
木
部
長　

牛
久
沼
越
水
対
策
検
討
委
員
会

に
お
い
て
、
越
水
の
主
要
因
は
経
年
的
な
地

盤
変
動
に
よ
る
堤
防
の
沈
下
と
確
認
さ
れ
た

た
め
、
県
で
は
堤
防
の
か
さ
上
げ
や
監
視
カ

メ
ラ
の
設
置
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
が
一

体
と
な
っ
た
対
策
を
進
め
て
い
る
。
ハ
ー
ド

対
策
は
、
現
在
、
測
量
や
地
質
調
査
を
実
施

し
て
お
り
、
今
後
１
年
程
度
を
要
す
る
詳
細

設
計
が
完
了
次
第
、
工
事
に
着
手
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
推
進
、
教
員

の
確
保
お
よ
び
働
き
方
改
革
な
ど
も
質
疑
）

秋
元
勇
人
委
員
（
自
民
）　

本
年
４
月
に

「
茨
城
県
再
生
資
源
物
の
屋
外
保
管
の
適
正

化
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
た
が
、
課

題
と
な
る
既
存
の
屋
外
保
管
ヤ
ー
ド
へ
の
対

応
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

既
存
事
業
者
な
ど
へ

の
説
明
会
の
開
催
や
把
握
し
た
全
て
の
既
存

ヤ
ー
ド
へ
の
直
接
訪
問
な
ど
、
条
例
の
周
知

徹
底
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
指
導
員
の
増

員
な
ど
立
入
検
査
体
制
を
強
化
し
た
。
今
後
、

保
管
基
準
な
ど
の
遵
守
や
期
限
内
の
届
け
出

提
出
の
指
導
、
改
善
命
令
な
ど
の
行
政
処
分

に
よ
り
、
適
正
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
、

外
国
人
材
関
連
事
業
の
拡
充
な
ど
も
質
疑
）

櫻
井
信
幸
委
員
（
茨
無
会
）　

最
低
賃
金
の

さ
ら
な
る
引
き
上
げ
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

産
業
戦
略
部
長　

本
県
は
、
経
済
実
態
を
示

す
総
合
指
数
が
全
国
９
位
に
対
し
、
最
低
賃

金
額
が
全
国
15
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
た
め
、

最
低
賃
金
の
決
定
を
担
う
茨
城
労
働
局
な
ど

に
対
し
て
経
済
実
態
が
正
し
く
反
映
さ
れ
る

よ
う
働
き
掛
け
て
い
く
。
一
方
、
企
業
の
収

益
力
強
化
に
向
け
た
支
援
も
重
要
で
あ
る
た

め
、
事
業
場
内
の
最
低
賃
金
を
一
定
額
以
上

引
き
上
げ
、
生
産
性
向
上
に
資
す
る
設
備
投

資
を
行
う
企
業
へ
助
成
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
賃
上
げ
を
後
押
し
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、
軽
小
型
消

防
自
動
車
の
導
入
促
進
な
ど
も
質
疑
）

髙
安
博
明
委
員
（
国
民
）　

昨
年
６
月
に
巡

回
連
絡
を
活
用
し
た
高
齢
者
総
合
安
全
対
策

の
推
進
が
開
始
し
た
。
今
年
６
月
か
ら
対
象

世
帯
の
拡
大
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
が
、

１
年
間
の
成
果
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

警
察
本
部
長　

約
49
万
３
千
世
帯
を
訪
問
し
、

ニ
セ
電
話
詐
欺
被
害
防
止
対
策
や
歩
行
者
事

故
防
止
対
策
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
が
出

て
い
る
。
自
転
車
盗
や
新
手
の
犯
罪
に
よ
る

被
害
が
幅
広
い
年
齢
層
に
生
じ
て
い
る
た
め
、

今
年
６
月
か
ら
、
３
年
で
県
内
１
２
３
万
世

帯
の
一
巡
を
目
標
に
、
対
象
者
の
年
齢
な
ど

に
応
じ
た
働
き
掛
け
を
実
施
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
医
師
の
働
き
方
改
革
、
運
送
業

の
業
務
効
率
化
支
援
な
ど
も
質
疑
）

川
口
政
弥
委
員
（
自
民
）　

地
元
の
取
手
市

双
葉
地
区
で
は
、
昨
年
の
大
雨
で
浸
水
被
害

を
受
け
た
。
再
び
出
水
期
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
住
民
の
不
安
払
拭
の
た
め
、
県
は
、
農

業
用
排
水
路
対
策
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

県
で
は
、
湛た

ん

水
被
害
防
止

を
目
的
と
し
た
土
地
改
良
施
設
の
整
備
に
対

し
、
補
助
率
を
上
げ
る
措
置
を
講
じ
た
。
本

年
度
も
、
市
か
ら
の
同
地
区
周
辺
の
農
業
用

排
水
路
の
か
さ
上
げ
要
望
に
対
し
、
県
は
、

必
要
な
予
算
を
確
保
す
る
。
今
後
も
市
や
土

地
改
良
区
か
ら
の
相
談
内
容
に
応
じ
、
関
係

部
局
と
連
携
し
て
必
要
な
対
応
を
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
貨
物
運
送
事
業
者
等
に
お
け
る

運
送
業
２
０
２
４
年
問
題
対
策
な
ど
も
質
疑
）

　

災
害
発
生
時
に
お
い
て
も
機
能
維
持
が
必
要
な
医
療
・
社
会
福
祉
施
設
へ
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
、
木
造
住
宅
に
対
す
る
耐
震
診
断
の
促
進
な
ど
、
防
災
・
減

災
対
策
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
や
人
手
不
足
な
ど
の
課
題
に
対
応
し
た

事
業
構
造
の
転
換
な
ど
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
予
算
を
計
上
し
た
令
和
６
年
度
６

月
補
正
予
算
案
（
12
億
２
３
０
０
万
円
の
増
）
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
主
な
事
業

１　

防
災
・
減
災
対
策　

４
億
８
８
０
０
万
円

 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
関
連
事
業
（
災
害
発
生
時
に
機
能

維
持
が
必
要
な
病
院
な
ど
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
支
援
）

・
建
築
物
等
震
災
対
策
事
業
（
旧
耐
震
基
準
の
木
造
住
宅
に
お
け
る
耐
震
診
断
の
実
施

経
費
に
対
す
る
補
助
）　
　
　
　
　
　
　
　

 

な
ど

２　

事
業
構
造
の
転
換
等
の
促
進　

７
億
３
５
０
０
万
円

 

運
送
業
２
０
２
４
年
問
題
対
策
関
連
事
業
（
貨
物
運
送
・
乗
合
バ
ス
事
業
者
が
行
う

Ｄ
Ｘ
な
ど
に
よ
る
業
務
効
率
化
に
対
す
る
支
援
）

 

重
点
市
場
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
促
進
事
業
（
ゴ
ル
フ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
観
光
事
業
者
（
宿
泊
・
交
通
事
業
者
な
ど
）
の
支
援
）

 

花
絶
景
観
光
支
援
事
業
（
花
絶
景
を
切
り
口
と
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
支
援
な
ど
国

内
外
か
ら
の
誘
客
の
促
進
） 

な
ど

令
和
６
年
度
６
月
補
正
予
算
案
が
可
決

休
日
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

県
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
活
動
を
身
近
な
も
の
と
感
じ
て

い
た
だ
き
、
そ
の
理
解
と
参
画
を
推
進
す
る
た
め
、
６
月

８
日
（
土
）
に
「
休
日
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和

３
年
第
４
回
定
例
会
に
第
１
回
を
開
催
し
て
以
降
、
年
に

１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

４
回
目
と
な
る
今
回
の
休
日
議
会
で
は
、
本
会
議
を
開

き
、
３
名
の
議
員
が
一
般
質
問
・
質
疑
を
行
う
様
子
を

３
７
０
名
の
方
々
に
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
催
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
議
会
を
傍
聴
し
や
す
く
す

る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
親
子
傍
聴
席
の
設
置
に
加

え
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
議
事
堂
内
で
託
児
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
ま
し
た
。

託児サービスの様子 傍聴席と本会議場の様子

予 算 特 別 委 員 会

６
月
17
日（
月
）

石い
し
つ
か塚　

　

隼は
や
と人

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

山や
ま
も
と本　

　

美み

わ和
（
公　
　

明　
　

党
）

長お
さ
だ田　

　

麻ま

み美
（
日
本
維
新
の
会
）

秋あ
き
も
と元　

　

勇は
や
と人

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

櫻さ
く
ら
い井　

　

信の
ぶ
ゆ
き幸

（
茨
城
無
所
属
の
会
）

髙た
か
や
す安　

　

博ひ
ろ
あ
き明

（
国
民
民
主
党
）

川か
わ
ぐ
ち口　

　

政ま
さ
や弥

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
疑
者

予 算 特 別 委 員 会

https://ibaraki-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=gikai_result&gikai_id=168

こちらから▲
録画映像で
ご覧になれます。
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　つくばみらい市は県内唯一の「持続可能性自治体」に位置付けられ、
現在、特につくばエクスプレスみらい平駅周辺において人口が増加傾
向にあり、また、「圏央道インターパークつくばみらい」の整備によ
り、周辺地域の活
性化が期待されて
います。
　市内を視察する
とともに、市の概
況および人口増加
の要因、人口増加
のサイクルを作る
取り組みなどにつ
いて説明を受けま
した。

　沢井製薬（株）鹿島工場では、主に後発医薬品の経口固形剤の製造
を行っており、３つの製剤棟において、抗がん剤や免疫抑制剤などの
高活性製剤を含む90品目以上を製造しています。
　工場長や品質保
証の担当者から医
薬品の製造過程や
現在の薬不足の要
因などについて説
明を受けるととも
に、施設の視察を
行いました。

　先端半導体研究センターは、先端半導体関連の研究開発から社会実
装、人材育成までを一貫して推進し、国内に先端半導体技術を確保す
ることを目的として、令和５年10月に設立されました。
　先端半導体研究
センターが所属す
る産業技術総合研
究所全体の概要説
明を受けるととも
に、先端半導体研
究センターの成り
立ち、現状、研究
内容などについて
説明を受け、施設
を視察しました。

　坂東市岩井モール商店街は、平成10年ごろに行政と一体となった商
店街近代化事業を実施し、モニュメントの設置や電線の地中化などで
近代的な商店街として注目を浴びました。現在は、季節ごとのイベン
ト開催（ばんどう応
援市、ひな飾りイベ
ントなど）や市イベ
ントとのコラボレー
ション（岩井の夏ま
つり、将門まつり）
で魅力向上に努めて
います。商店街と行
政が連携した取り組
みや今後の課題につ
いて説明を受け、商
店街を視察しました。

先端半導体研究センター（つくば市）

委 員 会 活 動委 員 会 活 動

坂東市岩井モール商店街と職業能力開発訓練の実施状況を調査（5/17）

坂東市岩井モール商店街連合会（坂東市） ポリテクセンター茨城（常総市）

医療を支える後発医薬品製造工場と潮来保健所を調査（5/24）

沢井製薬（株）鹿島工場（神栖市）

先端半導体の研究と「持続可能性自治体」を調査（5/22）

つくばみらい市役所（つくばみらい市）

　ポリテクセンター茨城（茨城職業能力開発促進センター）は、地域
の事業主や労働者のニーズに対応できる柔軟性と多様性を持った総合
的な職業能力開発施設となることを目指して平成15年に運営開始され
ました。
　機械、電気・電子分野
など、生産現場の実態に
即したものづくり分野に
おいて、実習を中心とし
た職業訓練を実施してい
ます。
　在職者・離職者向け支
援の取り組み状況につい
て説明を受け、施設内に
て実際の訓練の様子など
を視察しました。

総務企画委員会 （川口政弥委員長）

防災環境産業委員会 

保健福祉医療委員会 （水柿一俊委員長）

（飯田智男委員長）

潮来保健所（潮来市）

　潮来保健所は、昭和53年５月に建築されてから46年が経過し、建て
替えの時期を迎えています。同保健所において実施されている業務に
ついての説明を受けるとともに、課題の聞き取りを行いました。
　また、保健所を
所管している保健
政策課から保健所
の建て替え・移転
についての検討状
況や整備の考え方
について説明を受
けるとともに、保
健所内の視察を行
いました。

医薬品の製造過程などについて説明を受ける委員

先端半導体研究について説明を受ける委員

坂東市岩井モール商店街を視察する委員 職業訓練の様子を視察する委員

つくばみらい市内を視察する委員

保健所内を視察する委員
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閉 会 中 の閉 会 中 の

米や常陸牛「煌
きらめき

」などの輸出と農業の担い手確保・育成を調査（5/23）

ＪＡ全農いばらき（茨城町） 鯉淵学園農業栄養専門学校（水戸市）

小中一貫教育の取り組みと自治会の防犯活動を調査（5/20）

龍ケ崎市立中根台中学校（龍ケ崎市） 龍ケ崎市南が丘自治会（龍ケ崎市）

本社機能移転強化促進補助金認定企業の新オフィスなどを調査（5/16）

日立建機（株）土浦工場（土浦市） （仮称）つくばスマートインターチェンジ（つくば市）

　鯉淵学園農業栄養専門学校は、「タネまきから食卓まで」が学べる
農と食の専門学校で、アグリビジネス科と食品栄養科のコラボによる
実践教育により、農業を担う経営者・技術者や健康的な食生活を推進
する栄養士などを養成しているほか、本格的に農業にチャレンジした
い方を対象とした短期研修なども行っています。
　調査には、農業経営
の実践を通じて技術・
知識の習得を支援する
日本農業実践学園が同
席し、両校から学校概
要や農業担い手の確
保・育成策について説
明を受けた後、広大な
キャンパスを視察しま
した。

　ＪＡ全農いばらきでは、茨城県の農家組合員が生産する米・青果
物・牛・豚・その他農畜産物の販売や、関連する生産資材・生活用品
の供給、営農指導などを行っており、持続可能な農業のための生産基
盤の確立や食農バリューチェーンの構築などに取り組んでいます。
　事業内容および米や常陸牛「煌」などの輸出について説明を受けた
後、「精米ＨＡＣＣＰ
※」の認定を取得して
いるパールライスの精
米工場や、実需者の
ニーズに合わせて青果
物の選別・梱包などを
行って出荷するＶＦ
（ベジタブルフルー
ツ）ステーションなど
の視察を行いました。

　（仮称）つくばスマートインターチェンジ（以下「スマートＩＣ」）
は、つくば市内で工事が進められている圏央道（首都圏中央連絡自動
車道）のスマートＩＣです。
　このスマートＩＣにより、圏央道の利便性向上や地域のポテンシャ
ルの向上、地域経済の
活性化などの大きな整
備効果が見込まれ、早
期の完成が期待されて
います。
　スマートＩＣの概要
についてＮＥＸＣＯ東
日本（東日本高速道路
（株））から説明を受
けた後、工事の進捗状
況を調査しました。

　同社は、主に油圧ショベル、ホイールローダ、鉱山機械の分野で事
業をグローバルに展開する建設機械メーカーです。県の本社機能移転
強化促進補助金を活用し、県内外の研究開発拠点を集約した新オフィ
スを令和５年５月に稼働させました。
　これまで各拠点に
分散していた開発部
門の技術者が集まる
ことで、開発力のさ
らなる強化が期待さ
れています。
　同社の事業概要に
ついて説明を受けた
後、新オフィスや工
場の生産ラインを視
察しました。

ことば ※【精米ＨＡＣＣＰ】…食品の安全確保の国際基準であるＨＡＣＣＰ手法に基づき、（一社）日本精米工業会が精米における食品安全・品質管理・衛生管理・食品防御などを取り入れた独自の「精米ＨＡＣＣＰ 
 規格」を定めている。

営業戦略農林水産委員会 （長谷川重幸委員長）

土木企業立地推進委員会 （黒部博英委員長）

文教警察委員会 （金子晃久委員長）

　龍ケ崎市南が丘自治
会では、茨城県「住宅
対象窃盗抑止対策プラ
ン」推進モデル地区の
選定を受け、防犯や防
災活動に力を入れてお
り、地区内の防犯パト
ロールや防犯カメラの
設置を行っています。
　防犯活動などの内容
について説明を受けた
後、防犯カメラ設置状
況を視察しました。

　龍ケ崎市立中根台
中学校は、龍ケ崎市
版小中一貫教育に取
り組み、「龍の子人
づくり学習」とし
て、子どもたちの
「生きる力」を基盤
とした「社会企画力
育成」のための学習
を行っています。
　教育の取り組み内
容について説明を受
けるとともに、校内
の視察を行いまし
た。

パールライスの精米工場を視察する委員 学校概要などについて説明を受ける委員

事業概要について説明を受ける委員

学校の取り組みについて説明を受ける委員

工事の進捗状況を調査する委員

自治会が設置した防犯カメラを視察する委員
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議
員
提
案
に
よ
り「
茨
城
県
健
康
長
寿
日
本
一
を
目
指
す
条
例
」お
よ
び「
茨
城
県
が
ん
検
診
を
推
進
し
、

が
ん
と
向
き
合
う
た
め
の
県
民
参
療
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た

　

第
２
回
定
例
会
で
、
こ
れ
ら
の
条
例
が
可
決
・
成
立
し
、
令
和
６
年
６
月

25
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
茨
城
県
健
康
長
寿
日
本
一
を
目
指
す
条
例
」
は
、
予
防
医
学
な
ど
の
専
門

的
な
知
見
に
基
づ
き
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
を
策
定
・
実
施
す
る
た
め

に
必
要
な
情
報
の
収
集
・
分
析
な
ど
を
は
じ
め
、
フ
レ
イ
ル
 ※1

の
予
防
・
改

善
ま
で
含
め
た
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
食
生
活
の
改
善
や
運
動
の
習
慣
化
な

ど
に
よ
る
生
活
習
慣
の
改
善
、
高
齢
者
や
女
性
の
健
康
づ
く
り
な
ど
、
幅
広

く
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
県
民
一
人
一
人
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
 ※2

で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現
と
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
茨
城
県
が
ん
検
診
を
推
進
し
、
が
ん
と
向
き
合
う
た
め
の
県
民
参
療
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
平
成
27
年
12
月
に
制
定
さ
れ
た
条
例
に
つ

い
て
、
国
や
県
に
お
い
て
新
た
に
生
じ
た
動
き
や
課
題
へ
対
応
し
、
施
策
・

支
援
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、
改
正
し
た
も
の
で
す
。

　

本
県
の
議
員
提
案
政
策
条
例
は
、
こ
れ
ら
の
条
例
で
27
件
目
に
な
り
ま
す
。

県
議
会
は
今
後
も
、
積
極
的
に
政
策
立
案
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※
条
例
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

https://w
w

w
.pref.ibaraki.jp/gikai/jourei/index.htm

　次回の、令和６年第３回定例会は、９月４日から10月
１日までの28日間の会期日程で開催される予定です。

月日 曜 議 事 予 定

9.  4 水 議会運営委員会、本会議（開会、知事提出議案説明）
5 木 休会（議案調査）
6 金 休会（議案調査）
7 土
8 日
9 月 議会運営委員会、本会議（代表質問・質疑）

10 火 本会議（代表質問・質疑）
11 水 議会運営委員会、本会議（一般質問・質疑）
12 木 本会議（一般質問・質疑）
13 金 本会議（一般質問・質疑）
14 土
15 日
16 月 （敬老の日）
17 火 本会議（一般質問・質疑、議案常任委員会付託）
18 水 休会（委員会審査準備）
19 木 休会（常任委員会）
20 金 休会（常任委員会）
21 土
22 日 （秋分の日）
23 月 （振替休日）

24 火
議会運営委員会
本会議（予算関係議案常任委員長報告、予算関係
議案予算特別委員会再付託）

25 水 休会（予算特別委員会）
26 木 休会（決算特別委員会）
27 金 休会（交通政策・物流問題調査特別委員会）
28 土
29 日
30 月 休会（県有施設・県出資団体等調査特別委員会）

10.  1 火 議会運営委員会、本会議（委員長報告、採決、閉会）

「
県
有
施
設
・
県
出
資
団
体
等
調
査
特
別
委
員
会
」を

開
催
し
ま
し
た

「
交
通
政
策
・
物
流
問
題
調
査
特
別
委
員
会
」を

開
催
し
ま
し
た

議
会
広
報
ポ
ス
タ
ー
の
図
案
を
募
集
し
ま
す

県
議
会
主
催
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

い
ば
ら
き
県
議
会
だ
よ
り
第
２
２
７
号
掲
載
記
事
の
訂
正
に
つ
い
て

　

本
委
員
会
（
田
山
東
湖
委
員
長
）
は
、
昨
年
７
月
の
設
置
以
降
、
こ
れ
ま

で
９
回
開
催
さ
れ
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
県
有
施
設
の
今
後
の
方
向
性

や
県
出
資
団
体
な
ど
の
事
業
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
調
査
・

検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
第
３
回
委
員
会
（
令
和
５
年
９
月
25
日
）
に
お
い
て
、
執
行
部
に

対
し
「
県
有
施
設
の
運
営
方
針
の
見

直
し
な
ど
に
つ
い
て
、
議
会
が
き
ち

ん
と
関
与
し
て
い
け
る
よ
う
、
具
体

的
な
仕
組
み
づ
く
り
の
検
討
を
進
め

る
」
よ
う
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
受

け
て
、
第
２
回
定
例
会
の
各
常
任
委

員
会
で
は
、
執
行
部
か
ら
、
調
査
対

象
と
な
っ
た
全
て
の
公
の
施
設
な
ど

に
関
す
る
運
営
状
況
の
定
期
報
告
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
第
９
回
委
員
会
（
６

月
19
日
）
に
お
い
て
は
、
土
木
部
が

所
管
す
る
県
有
施
設
お
よ
び
県
出
資

団
体
な
ど
に
つ
い
て
説
明
聴
取
を
行

い
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
委
員
会
（
石
井
邦
一
委
員
長
）
で
は
、
第
１
回
委
員
会
（
５
月
27
日
）

に
お
い
て
、
調
査
方
針
お
よ
び
調
査
活
動
計
画
を
決
定
し
た
ほ
か
、
筑
波
大

学
教
授
の
岡
本
直
久
氏
よ
り
、
「
茨
城
県
に
お
け
る
公
共
交
通
の
課
題
と
論

点
」
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
執

行
部
か
ら
、
「
広
域
的
な
移
動
を
支
え

る
公
共
交
通
の
維
持
」
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
回
委
員
会
（
６
月
18
日
）

に
お
い
て
は
、
茨
城
県
バ
ス
協
会
会
長

の
任
田
正
史
氏
よ
り
、
「
茨
城
県
の
バ

ス
交
通
を
巡
る
現
状
と
課
題
」
に
つ
い

て
、
茨
城
県
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
協

会
会
長
の
出
野
清
秀
氏
よ
り
、
「
茨
城

県
の
タ
ク
シ
ー
を
巡
る
現
状
と
課
題
」

に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
執
行
部
か

ら
、
「
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
移
動
手

段
の
確
保
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

若
者
を
は
じ
め
と
し
た
県
民
に
分
か
り
や
す
く
参
加
し
や
す
い
県
議
会
の

環
境
づ
く
り
の
た
め
、
令
和
６
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
２
月
28
日
ま
で
、

学
生
・
生
徒
の
皆
さ
ま
か
ら
議
会
広
報
ポ
ス
タ
ー
の
図
案
を
募
集
し
ま
す
。

１　

応
募
締
切

　

第
１
回
締
切 

令
和
６
年
９
月
30
日
、
第
２
回
締
切 

令
和
７
年
２
月
28
日

２　

応
募
資
格

　

⑴
県
内
の
大
学
、
高
校
、
専
修
学
校
な
ど
に
通
学
す
る
学
生
・
生
徒

　

⑵
県
内
在
住
で
県
外
の
大
学
、
高
校
、
専
修
学
校
な
ど
に
通
学
す
る
学

生
・
生
徒

　

※
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
団
体
で
の
応
募
も
可
能

３　

募
集
部
門

　

⑴
デ
ザ
イ
ン
部
門

　

⑵
写
真
部
門

４　

選
考
方
法
、
賞
品

　

・
選
考
は
、
茨
城
県
議
会
情
報
委
員
会
が
募

集
要
項
に
照
ら
し
厳
正
に
行
い
ま
す
。

　

・
入
選
作
品
を
制
作
さ
れ
た
個
人
ま
た
は
団

体
に
は
、
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
１
万
円
分
を
贈
呈
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
茨
城
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.pref.ibaraki.jp/gikai/boshu/poster.htm

　

６
月
20
日
、
県
議
会
主
催
の
講
演
会
を
県
議
会
議
事
堂
大
会
議
室
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
境
町
長
の
橋
本
正
裕
氏
を
お
招
き
し
、
「
今
、
政
治
に
必
要

な
の
は
ス
ピ
ー
ド
感
と
説
明
責
任
（
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
）
」
と
題
し
、

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

橋
本
氏
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
の
自

治
体
に
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
重
要
で
あ
り
、
境
町
の

モ
デ
ル
を
横
展
開
し
、
財
政
難
や
少

子
高
齢
化
な
ど
、
全
国
の
自
治
体
が

共
通
し
て
持
つ
課
題
を
解
決
し
て
い

き
た
い
こ
と
、「
一
自
治
体
が
良
け

れ
ば
い
い
」
で
は
な
く
、「
み
ん
な

で
取
り
組
み
、
日
本
全
体
が
良
く

な
っ
て
い
く
よ
う
な
自
治
体
に
な
っ

て
い
き
た
い
」、
と
い
う
思
い
な
ど

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
本
県
の
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
つ
な
が
る
、
大
変
有
意
義

な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
４
月
28
日
発
行
の
い
ば
ら
き
県
議
会
だ
よ
り
第
２
２
７
号
の
５
面
に
掲
載
し
ま
し
た
、
一
般
質
問

（
要
旨
）
に
お
け
る
江
尻
加
那
議
員
の
見
出
し
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
、
次
の
よ
う
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
県
立
医
療
大
学
、
看
護
専
門
学
校
な
ど
の
授
業
料
値
下
げ
の
撤
回
と
学
費
負
担
の
軽
減

（
正
）
県
立
医
療
大
学
、
看
護
専
門
学
校
な
ど
の
授
業
料
値
上
げ
の
撤
回
と
学
費
負
担
の
軽
減

ことば ※1【フレイル】…健康な状態と要介護状態の中間の虚弱な状態。
※2【ウェルビーイング】…個人の権利および自己実現が保障されており、かつ、肉体的、精神的および社会的に良好である状態。

条例の提案説明を
行う

戸井田和之議員

質疑に対する
答弁を行う

星田弘司議員

質疑に対する
答弁を行う

磯崎達也議員

６月19日に開催した第９回委員会の様子

橋本正裕氏による講演の様子６月18日に開催した第２回委員会の様子

令和５年度募集 入選作品（デザイン部門）


